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2020年 6月 21日 

尾道市小学児童 3段タワー事故検証（メモ） 

西山 豊 

 

組体操のページ：http://yutaka-nishiyama.sakura.ne.jp/kumi.html 

ホームページ： http://yutaka-nishiyama.sakura.ne.jp/index.html 

メールアドレス ：nishiyama@osaka-ue.ac.jp 

 

「組み体操で首痛め入退院」尾道の元児童が賠償求め提訴（中国新聞、2020年 1月 8日） 

 

 

（西山メモ） 

発生時期：2016年 9月 

概要： 

当該学校では、当初総立ちの３段タワーを実施していた。その構成は下から６人、３人、１人

の合計 10 人である。土台にいた女子児童は身長がひとりだけ高く、皆とバランスがとりづらく、

立ち上がることができなかった。そこで指導教師は総立ちの３段タワーをあきらめ、１段目は四

つん這いになることにした。 

一般に、１段目が四つん這いになる技は「やぐら」と呼ばれるもので、１段目の６人は頭を外

側に向けて四つん這いになり、２段目の３人は１段目の腰や尻の上に乗る。１段目と２段目が四

つん這いになる 22人タワー（4段）においても、頭を外側に向ける。これは上段の児童が落下し

たときの安全策である。 

 

（参考）関西体育授業研究会『子どもも観客も感動する！ 「組体操」絶対成功の指導 BOOK』明治

図書、2014年 
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当該校では、指導教師は土台の 6人について、頭を内側に向けて四つん這いにさせた。 

 2段目の 3人は 1段目の肩や首の上に足を乗せている。2段目と 3段目の全体重が肩や首にか

かるので、「やぐら」より負荷量が大きく感じる。また、上段が落下したとき首や頭部を直撃す

るので極めて危険である。 

どうして、このような指導を行ったのかわからないが、通常の指導ではありえず、安全注意義

務に違反している。 

 
四つん這いの向き（下図は西山が作成） 

 


